
　7月3日（木）に、全校道徳を実施しました。今回は、夏日が続いたため、校長がフ
ァシリテーターとなり、第2学年の教室から各教室へライブ配信する形で行いまし
た。授業の冒頭では、アイスブレイクとして「サイコロ自己紹介」に取り組みまし
た。サイコロの目に応じて「一番欲しいもの」や「お家の人に言いたいこと」などを
語り、普段一緒に学んでいる仲間たちの意外な一面に、生徒たちは笑顔で耳を傾けて
いました。グループ活動では、話を聞く姿勢を大切にする「うめラいス」の約束を確
認しました。生徒たちはこの約束を意識し、活発な話し合いが行われました。
　今回の道徳のテーマは、「平等と公平」でした。 「平等と公平の違いを明らかにす
ること」 「『わたしも、あなたも大切』にする言動を考えること」 という2つのめあ
てを掲げ、いくつかの具体的な事例について、それが平等か公平かを考えました。特
に印象的だったのは、「日本では6歳になる年に全員小学校に入学する」という事例に
ついて、意見が分かれたグループがあったことです。この事例は「平等」を意図して
いましたが、ある班では4人中3人が「公平」と捉え、それぞれの理由を堂々と発表し
てくれました。どちらが正しいかではなく、互いの意見を尊重し、相手の考えを深く
理解しようとすることの大切さを、生徒たちが示してくれた瞬間でした。（ちなみ
に、病気などの場合、入学を遅らせる制度があります。）最後に、平等と公平をどの
ように説明するかという場面では、多くの生徒が進んで発表してくれました。「平等
とは、みんなに同じものをあげること」「公平とは、一人一人の必要なものを考える
こと」このようにまとめ、本時の学びを振り返るリフレクションに取り組んで授業を
終えました。今回の学びが、子どもたちのこれからの生活の中で「私も、あなたも大
切」という気持ちを行動に移すきっかけとなることを願っています。

玖島っ子の心を見つめる教育週間
授業参観、学年･学級PTA参加ありがとうございました
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※学校だよりは保護者の方に学校のお知らせをする文書です。無断で SNS 等への掲載をすることがないようにお願いします

玖島中学校サイト

Eテレ「お伝と伝じろう」（第2回〈し
っかり聞く〉）で、「話をしっかり聞く
ポイント」として紹介されました。う
なずいて　めをみて　ラストまで　い
っしょうけんめい　スマイルで　この
うめラいスを基本に、話をしっかり聞
くことが大切です。
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みんな同じように生きていき、同じ目線で育っていくような社会にしたいと思いました。みんな
にやさしくし、やさしい行動をとりたいと思いました。

接し方を平等にする。助け合うときはみんな一人一人に合わせて公平にする。それぞれの場面に
合わせて、平等、公平を使い分けたいと思いました。

平等、公平などの使い方は難しいけど、できるだけ人がいやな思いをしない決断をしていきたい
と思いました。

相手への接し方や状況を確認しながら一人一人に接していく。みんながいやな思いにならないよ
うにしたいです。

みんなちがってみんないいから、一つの個性として受けとめてあげることで、穏やかになると思
う。

自分のことももちろん大切だけど、他人にも自分と同じくらいに大切にすべきなんだということ
を意識して、相手のことを考えた言動をしていきたいです。

みんなに同じように平等にしようと思うのも大切だけど、しっかり相手のことも考えて、みんな
がよい気持ちになれるように行動することが大事だと思いました。

今まで平等というのをほぼ使っていたから、友達の考えや状態なども考えて、公平というのもも
っと意識していきたい！

自分は、みんなに同じことをしよ！ってことが多くあるから、もっと考えて、一人一人の意見も
聞いて、その人に合ったことをしていこうと思った。

　生徒の振り返りを紹介します。この授業で、学び取ってほしいことを学び取ってくれているも
の、私自身も改めて考えさせられるものなど、生徒が、本当に学んでくれたなと伝わってくる振り
返りでした。全校の代表として授業を受けてくれたみなさん、ありがとう！
　授業のワークシートは、学校サイトで御覧いただけます。

※学校だよりは保護者の方に学校のお知らせをする文書です。無断で SNS 等への掲載をすることがないようにお願いします

ワーク1 次の各事例は、「平等」ですか？「公平」ですか？

（平・公）1 給食のおかわりは、みんな同じ量
（平・公）2 席替えで黒板の文字がよく見えない人は、前の方の席にする
（平・公）3 授業では、全員に同じプリントを配る
（平・公）4 ２か月間ケガのため入院していた生徒には、基礎的な内容のプリントを配られる
（平・公）5 人には誰にでも１つだけ命がある
（平・公）6 100ｍ競走では、松葉杖を使っているAさんは10ｍだけ走る
（平・公）7 レポートの提出期限は全員同じ日
（平・公）8 日本では6歳になる年に全員小学校に入学する
（平・公）9 バスには、高齢者や身体の不自由な方などが優先的に利用できる座席がある


